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基
礎
疾
患
の
あ
る
方
や
妊
婦
、
１
歳
か
ら

小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
な
ど
の
優
先
対

象
者
に
対
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
接
種
は
、
よ
り
必
要
性
の
高
い
方

か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
１
歳
未
満
児
の

保
護
者
、
小
学
４
年
か
ら
６
年
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
開
始
時
期

が
決
ま
り
次
第
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

の
広
報
（
チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

感染者の増加とともに、休
日・夜間の時間外診療が急増
しています。
診療体制を維持するため、
活気や食欲があるなど軽症の
方は、できるだけ平日の診療
時間内に受診していただきま
すようお願いします。
ただし、小児や持病のある
方などは、重症化する可能性
があり、注意が必要です。重
症化の初期症状である「けい
れん」「意識障害」「意味不明
の言動」「呼吸困難」等が見ら
れた場合は、すぐに医療機関
を受診しましょう。
市内でも、新型インフルエ
ンザの感染が急速に拡大して
います。引き続き、手洗いや
うがい、咳エチケット、日ご
ろの健康管理に努めていただ
きますようお願いします。
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１１月は、脊振総合支所で行い、
２組（２人）が来庁されました。
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予
防
接
種
は
、
内
科
、
小
児
科
、
産
婦
人

科
な
ど
の
医
療
機
関
で
接
種
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

や
発
熱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
市
の
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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基
礎
疾
患
の
あ
る
方
で
、
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で

「
優
先
接
種
対
象
者
証
明
書
」
を
発
行
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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接
種
時
に
は
、
優
先
接
種
の
対
象
者
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
等
を
、
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 
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２
回
接
種
の
場
合
（
全
国
一
律
）

１
回
目
…
３,
６
０
０
円
、

２
回
目
…
２,
５
５
０
円 

※
た
だ
し
、
２
回
目
の
接
種
を
１
回
目
と
異

な
る
医
療
機
関
で
行
う
場
合
は
、
２
回
目

も
３,
６
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
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優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
生
活
保
護

世
帯
の
方
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

つ
い
て
は
、
費
用
負
担
の
減
免
を
実
施
し

ま
す
。

事
前
に
市
の
窓
口
で
非
課
税
世
帯
の
証

明
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
医
療
機
関
に

提
出
し
接
種
料
金
の
免
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
、
質
問
な
ど
は
、
医
師
や
保

健
師
な
ど
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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神
埼
市
役
所　

保
健
環
境
課

�
５
１�
１
２
３
４
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月
１
日
（
火
）
か
ら　

日
（
火
）
ま
で

１２

２２

　
〈
土
、
日
を
除
く
〉

�
�
�
�
�
�
�

仁
比
山
保
育
園
（
市
立
）

西
郷
保
育
園
（
市
立
）

ち
よ
だ
保
育
園
（
市
立
）

せ
ふ
り
保
育
園
（
市
立
）

神
埼
双
葉
園
（
私
立
）

小
桜
保
育
園
（
私
立
）

神
埼
保
育
園
（
私
立
）

ち
と
せ
保
育
園
（
私
立
）

�
�
�
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�
�
�
	

・
子
ど
も
の
家
保
育
園
（
私
立
）

・
神
埼
幼
稚
園
（
私
立
）

 
（
平
成　

年
度
保
育
園
開
園
予
定
）

２２

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
希
望
の
方

は
、
直
接
左
記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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�

・
子
ど
も
の
家
保
育
園
（
大
立
寺
幼
稚
園
）

千
代
田
町
嘉
納
５
９
７

�
４
４�
３
１
４
４

・
神
埼
幼
稚
園

神
埼
町
田
道
ヶ
里
２
１
５
３�
５

�
５
３�
４
５
０
０
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保
育
園
へ
入
園
で
き
る
の
は
、「
生
後
６
ヶ

月
か
ら
就
学
前
の
児
童
」
で
、
児
童
の
保
護

者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
保
育
を

で
き
な
い
場
合
で
す
。

「
下
の
子
の
保
育
に
手
が
掛
か
る
た
め
」

「
友
達
が
い
な
い
た
め
」「
遊
ぶ
場
所
が
な
い

た
め
」
と
い
う
こ
と
な
ど
の
理
由
で
は
入
園

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
・
・
・
児
童
の
保
護
者
が
外

で
仕
事
を
し
て
い
る
。（
最
低
勤
務
時
間

及
び
日
数　

１
日
４
時
間
以
上
か
つ
月　
１５

日
以
上
）

�
�
�
�
�
�
・
・
・
児
童
の
保
護
者
が
家

庭
内
で
児
童
と
は
な
れ
て
家
事
以
外
の
仕

事
を
し
て
い
る
。

（
最
低
勤
務
時
間
及
び
日
数　

１
日
４
時
間

以
上
か
つ
月　

日
以
上
）

１５

�
�
�
�
�
�
�
�
・
・
・
死
亡
、
行
方
不

明
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
に
よ
り
親
が
い
な

い
家
庭
。
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・
・
・

出
産
の
前
後
（
出
産
月
を
挟
ん
で
前
後

２
ヶ
月
以
内
）
や
保
護
者
が
病
気
、
負
傷
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
・
・
・
家
庭
で
長
期
に
わ

た
る
病
人
や
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
の
介

護
、
介
助
を
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
・
・
・
火
災
、
風
水
害
、
地

震
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。
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�

�
入
園
申
込
書
（
児
童
１
人
に
１
部
）

�
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
就
労
証
明
、
母
子
手
帳
の
写
し
、

診
断
書
等
）

※
申
込
み
の
際
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
同
居
し
て
い
る　

才
未
満
の
祖
父
母
に
つ

６５

い
て
も
提
出
が
必
要
で
す
。

�
保
育
料
算
定
の
た
め
の
提
出
書
類

平
成　

年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の
と

２１

し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

�
平
成　

年
分
源
泉
徴
収
票
（
年
末
調
整

２１

済
の
も
の
。
申
込
み
時
に
提
出
で
き
な

い
場
合
は
、
後
日
提
出
）

�
平
成　

年
分
確
定
申
告
書
の
控

２１

　
（
確
定
申
告
後
、
提
出
）

�
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に
神
埼
市
に

２１

転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、�
、�

の
他
に
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
居

２１

住
地
の
役
所
発
行
の
平
成　

年
度
市
町

２１

村
民
税
課
税
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
児
童
の
両
親
及
び
児
童
を
税
の
扶
養
あ
る

い
は
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
と
し
て
い
る

親
族
の
方
の
書
類
が
必
要
で
す
。
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新
入
園
児
の
申
込
書
は
、
市
役
所
福
祉
課

及
び
各
総
合
支
所
（
千
代
田
・
脊
振
）
市
民

福
祉
課
窓
口
ま
で
。

現
在
保
育
園
に
在
園
し
、
来
年
度
も
同
じ

保
育
園
へ
継
続
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
保
育
園
ま
で
。

神
埼
市
外
の
保
育
園
に
通
わ
れ
て
い
る
場

合
は
、
新
入
園
児
と
同
様
市
役
所
、
総
合
支

所
窓
口
ま
で
。
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入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
申
込
書

及
び
面
接
に
よ
り
保
育
に
欠
け
る
状
況
を
総

合
的
に
判
断
し
、
優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら

入
園
を
決
定
し
ま
す
。
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�

神
埼
市
役
所 
福
祉
課 

�
３
７�
０
１
１
０

千
代
田
総
合
支
所 
市
民
福
祉
課

�
４
４�
２
１
６
７

脊
振
総
合
支
所 
市
民
福
祉
課

�
５
９�
２
１
１
１




